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　川村拓真さんは、浜中地区でメロン、ミニトマト、ダイコンを栽培して
います。農作業について大変なことを伺うと「毎年違うトラブルが起き
ること。でもそれが農業の楽しさ、醍醐味でもある」と微笑む川村さ
ん。現在は旬を迎えた「庄内砂丘メロン」の収穫・出荷作業に追われ、毎
日大忙しとのこと。「水はけが良く、昼夜の寒暖差が大きい庄内砂丘は
メロン栽培に向いている。適期作業を心がけ、今後も浜中から全国へ、
美味しいメロンを届けたい」と抱負を語ってくれました。

今月の表紙今月の表紙

みどりサービス  ガス課からのお知らせ

㈱みどりサービス ガス課 TEL26-5564

お得な
お知らせ

JAでんきへの切り替えシミュレーション実施中！
希望者全員にBOXティッシュを１箱プレゼントします。
お気軽にお申し込み下さい。



　当ＪＡは６月２４日、本所で第３２回通常総代会を開き、総代５４０人のうち４５０人（書面議
決、委任出席を含む）が出席しました。議長には平田地区の後藤保喜さんが選任され、令和
７年度事業報告および剰余金処分案の承認などを含む、全６議案が原案通り承認されました。

開
会
の
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　
田
村 

久
義

　

令
和
８
年
度
は
気
候
変
動
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
耐
倒
伏
・
高
温

耐
性
品
種
の
導
入
や
、
水
管
理
・
土
づ
く
り
技
術
の
指
導
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
農
業
資
材
の
高
騰
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
に

も
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、
農
協
自
己
改
革
の
一
環
と
し

て
、
米
穀
事
業
検
討
委
員
会
や
総
代
・
役
員
体
制
検
討
委
員
会
を
設

置
し
協
議
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
産
米
よ
り
販
売
手
数
料
の
改
定
を

実
施
い
た
し
ま
す
。加
え
て
、
共
乾
施
設
の
あ
り
方
、
総
代
・
役
員
定

数
の
見
直
し
、資
材
店
舗
の
再
編
な
ど
、組
織
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
く
、信
頼
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、国
際
的
な
政
治
・
経
済
情
勢

に
お
い
て
、あ
ら
ゆ
る
も
の
が
値

上
が
り
し
て
お
り
ま
す
。当
Ｊ
Ａ

は
持
続
可
能
な
農
業
を
支
援
す

る
た
め
、酸
性
化
土
壌
の
矯
正
を

目
的
と
し
た
土
づ
く
り
支
援
対

策
や
施
設
園
芸
拡
大
支
援
、新
規

就
農
支
援
な
ど
、今
後
も
多
岐
に

わ
た
る
支
援
策
を
実
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）
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第４号議案「令和８年度事業計画の設定」より

令和８年度　各事業の取り組み重点目標

営農指導、販売、農業経営事業

●営農資材課
１．価格情勢に応じた
　 生産資材の安定供給 
２．予約購買の普及・拡大 
３．店舗業務の整備・集約

●農業機械課
１．農業機械の適正導入と提案力の強化 
２．生産コスト低減に向けた支援 
３．アフターサービスの強化と信頼性向上

●加工販売課（加工事業）
１．産地精米の販売拡大

●加工販売課（直売所・特産物販売事業）
１．顧客満足度を高めた管内農畜産物の消費拡大 
２．魅力的な産直経営の実現

購買、加工、直売所・特産物販売事業

●信用部
１．組合員・利用者との新たな接点
 　の構築 
２．農業・地域・くらしの領域に
　 おける機能発揮 
３．業務効率化の追求と
　  専門的人材育成

信用事業

経営管理

●共済部
１．組合員・利用者本位の
　  業務運営の徹底 
２．組合員・利用者のニーズに
　  応じた総合的な保障提供 
３．コンプライアンス態勢の徹底 
４．推進チャンネルの強化

共済事業
●福祉課
１．サービスの質の向上による
　 サービス基盤と人的基盤の整備 
２．安心してくらせる居場所づくり、
　  社会参加をサポート 
３．助けあい組織のサポート

福祉介護保険事業

●総合企画部
１．組合員とのつながり強化による持続可能な事
　  業基盤と経営基盤の確立・強化 
２. 遊休資産について利活用および処分 
３. 将来を担う人材確保・育成と職場の活性化

●リスク管理室
１．不良債権化の未然防止
　  による財務基盤の強化 
２. 適正な資産査定の実施 
３.コンプライアンス態勢の確立

●監査室
１．法令等遵守に基づく内部管理
　  体制の検証並びに指導の強化 
２．監査技術の向上と関係機関と
　  の連携

●営農企画課
１．異常気象に対応し得る技術の平準化と指導力の向上
２．ＪＡ土づくり支援対策の推進 
３．需要に応じた米の生産と水田フル活用による需給調整対策 
４．持続可能な水田農業・次世代へつなぐ農政運動の展開 
５．関連組織と連携した生産活動及び食農教育・米消費拡大の推進

●担い手支援課
１．担い手の経営基盤の発展支援 
２．多様な担い手確保・育成等への支援 
３．新規就農及び雇用就農者の定着支援

●園芸課
１．土地利用型作物の栽培推進 
２．園芸生産拡大品目の推進 
３．効率的な施設運営による経費削減 
４．販路拡大と企画販売の強化

●米穀課
１．米穀集荷体制の強化
２．検査場所・検査体制の効率的な運営
３．継続的な販売

●畜産課
１．畜産技術・経営の強化
２．家畜防疫衛生の強化
３．自給粗飼料の確保
４．地産地消による消費拡大の取組み

農畜産物生産優秀農家並びに集団等表彰
令和７年度表彰者名簿（敬称略）

高
品
位
米
生
産
農
家

　
個
人
の
部

　
　
最
優
秀
賞
　
齋
藤
昌
利（
酒
田
）

　
　
優
秀
賞
　
　
藤
井
晴
男（
本
楯
）

　
　
〃
　
　
　
　
阿
部
　
隆（
中
平
田
）

　
　
〃
　
　
　
　
土
井
　
武（
蕨
岡
）

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
禎
透（
一
条
）

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
富
雄（
沖
）

　
　
〃
　
　
　
　
齋
藤
光
市（
山
寺
）

　
集
団
の
部

　
　
最
優
秀
賞
　
服
部
生
産
組
合（
稲
川
）

　
　
優
秀
賞
　
　
新
田
目
第
一

　
　
　
　
　
　
　
生
産
組
合（
本
楯
）

　
　
〃
　
　
　
　
漆
曽
根
五
区

　
　
　
　
　
　
　
生
産
組
合（
北
平
田
）

　
　
〃
　
　
　
　
下
組
生
産
組
合（
広
野
）

　
　
〃
　
　
　
　
寺
田
生
産
組
合（
一
条
）

　
　
〃
　
　
　
　
中
野
目

　
　
　
　
　
　
　
生
産
組
合（
中
野
目
）

　
　
〃
　
　
　
　
臼
ケ
沢
生
産
組
合（
上
郷
）

　大
豆
生
産
優
秀
農
家
お
よ
び
組
織

　
優
秀
賞
　
小
野
富
雄（
西
荒
瀬
）

　
〃
　
　
　
佐
々
木
茂
之（
北
平
田
）

　
〃
　
　
　（
農
）岡
島
田
い
な
ほ（
一
条
）

高
収
益
園
芸
農
家

　
庄
内
柿
　
庄
司
　
隆（
東
平
田
）

　
日
本
梨
　
佐
藤
　
實（
本
楯
）

　
メ
ロ
ン
　
髙
橋
　
進（
浜
中
）

　
〃
　
　
　
鈴
木
一
弥（
西
遊
佐
）

　
長
ね
ぎ
　
本
間
　
俊（
本
楯
）

　
パ
プ
リ
カ
　
鈴
木
誠
治（
遊
佐
）

　
ケ
イ
ト
ウ
　
髙
橋
　
平（
浜
中
）

　
ス
ト
ッ
ク
　
髙
山
直
次
郎（
浜
中
）

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
　
早
坂
　
貢（
浜
中
）

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
　
那
須
雄
太（
蕨
岡
）

高
収
益
畜
産
農
家

　
　
養
　
豚
　
後
藤
　
悟（
本
楯
）

　
　
肉
用
牛
　
高
橋
一
郎（
中
平
田
）

　
　
繁
殖
牛
　
佐
藤
　
綾（
高
瀬
）

　
　
酪
　
農
　
石
黒
耕
一（
飛
鳥
）

組
織
表
彰

　
優
秀
組
織
　

　
　
　（
農
）フ
ァ
ー
ム
寺
内（
東
平
田
）

　
〃
　
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
　
ぶ
ど
う
出
荷
組
合

み
ど
り
農
業
振
興
賞

　
　
　
小
松
久
夫（
本
楯
）

　
〃
　
髙
橋
勝
登（
浜
中
）

　

第
１
号
議
案
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
」
で
は
、
受
託
販
売
品
取
扱
実
績
は
前
年
比
22
・
４
％
増
の
１

７
６
億
６
６
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
米
穀
が
１
３
８

億
６
３
９
万
円
、
園
芸
が
13
億
８
３
８
７
万
円
、
畜
産
が
24
億
７
６

４
３
万
円
。
当
期
剰
余
金
は
２
億
７
９
８
２
万
円
、
繰
越
剰
余
金
な

ど
を
加
え
た
当
期
末
処
分
剰
余
金
は
４
億
５
９
１
２
万
円
。
利
益
準

備
金
に
７
０
０
０
万
円
、
任
意
積
立
金
に
２
億
35
万
円
を
積
立
。
出

資
配
当
と
し
て
５
１
４
５
万
円
を
計
上
し
、
１
億
３
７
３
２
万
円
が

次
期
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
」
及
び
第
３
号
議
案
「
定
款
附

属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
」
で
は
、
組
合
員
お
よ
び
農
業
従

事
者
の
減
少
を
踏
ま
え
、
総
代
定
数
を
こ
れ
ま
で
の
５
５
５
人
か
ら

５
０
０
人
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
（
選
挙
区
別
の
削
減
数
に
つ
い
て
は
、

定
数
比
率
に
応
じ
た
人
数
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

定
数
比
率
を
維
持
）。

　

第
４
号
議
案
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定
」
で
は
、
早
期
警

戒
制
度
の
も
と
自
己
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
農
業
支
援
が
で
き

る
経
営
基
盤
を
確
立
し
、「
農
業
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
」
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、Ｊ
Ａ
の
理
念
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」「
自
主
・
自
立
」「
共
存

共
栄
」
に
向
け
て
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
実
践
に
向
け
邁
進
す
る

と
し
ま
し
た
。
第
５
号
議
案
「
令
和
８
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
」、
第
６
号
議
案
「
令
和
８
年
度
賦
課
金
の
徴
収
」
に
つ
い

て
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
全
協
議
を
終
え
ま
し
た
。
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令和８年度　各事業の取り組み重点目標
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１．顧客満足度を高めた管内農畜産物の消費拡大 
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●信用部
１．組合員・利用者との新たな接点
 　の構築 
２．農業・地域・くらしの領域に
　 おける機能発揮 
３．業務効率化の追求と
　  専門的人材育成

信用事業

経営管理

●共済部
１．組合員・利用者本位の
　  業務運営の徹底 
２．組合員・利用者のニーズに
　  応じた総合的な保障提供 
３．コンプライアンス態勢の徹底 
４．推進チャンネルの強化

共済事業
●福祉課
１．サービスの質の向上による
　 サービス基盤と人的基盤の整備 
２．安心してくらせる居場所づくり、
　  社会参加をサポート 
３．助けあい組織のサポート

福祉介護保険事業

●総合企画部
１．組合員とのつながり強化による持続可能な事
　  業基盤と経営基盤の確立・強化 
２. 遊休資産について利活用および処分 
３. 将来を担う人材確保・育成と職場の活性化

●リスク管理室
１．不良債権化の未然防止
　  による財務基盤の強化 
２. 適正な資産査定の実施 
３.コンプライアンス態勢の確立

●監査室
１．法令等遵守に基づく内部管理
　  体制の検証並びに指導の強化 
２．監査技術の向上と関係機関と
　  の連携

●営農企画課
１．異常気象に対応し得る技術の平準化と指導力の向上
２．ＪＡ土づくり支援対策の推進 
３．需要に応じた米の生産と水田フル活用による需給調整対策 
４．持続可能な水田農業・次世代へつなぐ農政運動の展開 
５．関連組織と連携した生産活動及び食農教育・米消費拡大の推進

●担い手支援課
１．担い手の経営基盤の発展支援 
２．多様な担い手確保・育成等への支援 
３．新規就農及び雇用就農者の定着支援

●園芸課
１．土地利用型作物の栽培推進 
２．園芸生産拡大品目の推進 
３．効率的な施設運営による経費削減 
４．販路拡大と企画販売の強化

●米穀課
１．米穀集荷体制の強化
２．検査場所・検査体制の効率的な運営
３．継続的な販売

●畜産課
１．畜産技術・経営の強化
２．家畜防疫衛生の強化
３．自給粗飼料の確保
４．地産地消による消費拡大の取組み

農畜産物生産優秀農家並びに集団等表彰
令和７年度表彰者名簿（敬称略）

高
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位
米
生
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農
家
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人
の
部

　
　
最
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賞
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昌
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）

　
　
優
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藤
井
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男（
本
楯
）

　
　
〃
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中
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田
）

　
　
〃
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）
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光
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目
第
一
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郷
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日
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佐
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）

　
メ
ロ
ン
　
髙
橋
　
進（
浜
中
）

　
〃
　
　
　
鈴
木
一
弥（
西
遊
佐
）

　
長
ね
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本
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本
楯
）
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プ
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鈴
木
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）
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繁
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佐
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綾（
高
瀬
）

　
　
酪
　
農
　
石
黒
耕
一（
飛
鳥
）

組
織
表
彰

　
優
秀
組
織
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農
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寺
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東
平
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）
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Ａ
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小
松
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万
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内
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、
米
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が
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３
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３
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益
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備
金
に
７
０
０
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万
円
、
任
意
積
立
金
に
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億
35
万
円
を
積
立
。
出

資
配
当
と
し
て
５
１
４
５
万
円
を
計
上
し
、
１
億
３
７
３
２
万
円
が

次
期
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
」
及
び
第
３
号
議
案
「
定
款
附

属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
」
で
は
、
組
合
員
お
よ
び
農
業
従

事
者
の
減
少
を
踏
ま
え
、
総
代
定
数
を
こ
れ
ま
で
の
５
５
５
人
か
ら

５
０
０
人
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
（
選
挙
区
別
の
削
減
数
に
つ
い
て
は
、

定
数
比
率
に
応
じ
た
人
数
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

定
数
比
率
を
維
持
）。

　

第
４
号
議
案
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定
」
で
は
、
早
期
警

戒
制
度
の
も
と
自
己
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
農
業
支
援
が
で
き

る
経
営
基
盤
を
確
立
し
、「
農
業
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
」
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、Ｊ
Ａ
の
理
念
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」「
自
主
・
自
立
」「
共
存

共
栄
」
に
向
け
て
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
実
践
に
向
け
邁
進
す
る

と
し
ま
し
た
。
第
５
号
議
案
「
令
和
８
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
」、
第
６
号
議
案
「
令
和
８
年
度
賦
課
金
の
徴
収
」
に
つ
い

て
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
全
協
議
を
終
え
ま
し
た
。
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NEWS TOPICS&

青年部は６月１５、１６日の２日間、東京都・神奈川県の小学
校１６校を訪問し、米づくりの出前授業「上京運動」を実施
しました。庄内地方の水稲栽培をベースに、「米づくりの１
年」を動画で紹介。また、訪問にあたり事前に発送していた
教材用苗の生育状況を確認し直接レクチャーするなど、県
境を越えた交流を図りました。

上京運動
青年部通信
米づくりの
出前授業
米づくりの
出前授業

　青年部では上京運動のほ
か、ＷＥＢを活用して遠方の小
学校へ米づくりを伝える「Ｗ
ＥＢ授業」も行っています。青
年部の髙橋奨さんは「ＷＥＢ
を使えば、実際の水田や農家
の設備を教材にして授業がで
きる。生産現場への関心の高
さも感じられ、励みになった」
とＷＥＢならではの授業に手
ごたえを感じていました。

ＷＥＢ授業も実施

ひろ～い！綺麗な田んぼ！

　JA庄内みどり青年部は、現在10支部、146人で活
動しています。全体での主な活動として関東の小学校
を訪れて授業を行う「上京運動」や、他支部との交流
を目的とした「盟友交流会」などを行っています。

インスタグラムに勧誘チラシを
アップしているので

そちらもチェックしてみてください。

楽しいイベント盛沢山！青年部に加入してみませんか？
農家でない方も大歓迎です。連絡お待ちしています！！
青年部事務局 ☎26-5643 担当：富樫

青年部盟友
大募集

美味しいお米づくりには
水が重要なんだ！

「雪若
丸」、

食べて
みたい

！

美味しいと言ってもらうのが
一番うれしい。

庄内米いっぱい食べてね！

地元産の旬の果物の素晴らしさを感じて
子ども食堂へメロンやサクランボなど食材提供

　ＪＡ庄内みどり農政対策推進協議会は６月２６日、六た茶屋
が運営する「六たちいき・こども食堂」へ管内産庄内砂丘メロ
ン「アンデス」８玉とＪＡグループ山形から県産サクランボ「紅
秀峰」２㌔、ＪＡグループ山形オリジナルランチョンマットなど
の食農教育資材を提供しました。
　渋谷佐一常務が同食堂を訪れ、代表の白崎映美さんへ手渡
しました。白崎さんは「贈呈をありがたく思う。開設当初から、
地産地消と年齢や障がいなどに関係無く、皆でつくってたべる
ことを大切にしている。地元の食材や食文化の素晴らしさを感
じて欲しい」と話しました。
　同協議会は、子ども食堂への食材提供を毎年行っており、今
年で６年目。７月にも管内５箇所の子ども食堂へメロン等の食
材提供を予定しています。

02

持続可能な社会の構築へ　生産組合一丸
生産組合長協議会総会・研修会

　当ＪＡ生産組合長協議会は６月２６日、ベルナール酒田で生産組
合長協議会総会及び研修会を開きました。各地区の生産組合長や
ＪＡ役職員など４７人が参加し、令和７年度の活動・事業報告や役
員改選、令和８年度の活動・事業計画などが承認されました。
　令和８・９年度の会長となった鳥海支部代表の伊藤昭さんは
「実りある会の運営を行っていきたい」と意気込みを語りました。
令和８年度は、地域に根差した協同の力による持続可能な水田農
業の構築を目指します。
　閉会後の研修会では講師の野生鳥獣被害対策アドバイザー・小
野寺レイナさんが「有害鳥獣対策について」と題し講演しました。
昨今、庄内地域で増加するイノシシ対策として電気柵の設置など
「侵入防止対策」や餌場、隠れ場をなくすよう草刈りや放任果樹の
伐採など「生息環境管理」の重要性を説明しました。

03

夏の味覚　庄内砂丘メロン初出荷 01令和８年産メロン初出荷式
　６月１８日、酒田南園芸センターでメロン初出荷式が開かれ、生
産者やＪＡ、関係機関職員など約８０人が集まりました。
この日は庄内砂丘メロンの代表品種のひとつ「ルピアレッド」の５
㌔詰めと８㌔詰め合わせて２１２ケースを出荷しました。春先から
続く好天により生育は平年に比べ１週間ほど早く、糖度や果実肥
大も良好です。
　式では安全輸送と高値販売を祈願する神事やテープカットのほ
か、浜中保育園の園児による太鼓の演奏が行われ式を盛り上げま
した。田村久義組合長は「不安定な世界情勢による影響やミツバ
チ不足などもあったが、無事初出荷を迎えられ、生産者には大変
感謝している」と謝辞を述べ、ＪＡメロン専門部の菅原広道副専
門部長は「芳醇な香りと上品な甘さが庄内砂丘メロンの売り。今
後も品質向上に努めたい」と意気込みを語りました。

▲役員改選後は議長役も務めた伊藤新会長

▲テープカットの様子。式後には参加者にメロンが振舞われました

▲提供したメロンとサクランボとともに写る渋谷常務㊨と白崎さん㊧

62026.072026.077
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青年部は６月１５、１６日の２日間、東京都・神奈川県の小学
校１６校を訪問し、米づくりの出前授業「上京運動」を実施
しました。庄内地方の水稲栽培をベースに、「米づくりの１
年」を動画で紹介。また、訪問にあたり事前に発送していた
教材用苗の生育状況を確認し直接レクチャーするなど、県
境を越えた交流を図りました。

上京運動
青年部通信
米づくりの
出前授業
米づくりの
出前授業

　青年部では上京運動のほ
か、ＷＥＢを活用して遠方の小
学校へ米づくりを伝える「Ｗ
ＥＢ授業」も行っています。青
年部の髙橋奨さんは「ＷＥＢ
を使えば、実際の水田や農家
の設備を教材にして授業がで
きる。生産現場への関心の高
さも感じられ、励みになった」
とＷＥＢならではの授業に手
ごたえを感じていました。

ＷＥＢ授業も実施

ひろ～い！綺麗な田んぼ！

　JA庄内みどり青年部は、現在10支部、146人で活
動しています。全体での主な活動として関東の小学校
を訪れて授業を行う「上京運動」や、他支部との交流
を目的とした「盟友交流会」などを行っています。

インスタグラムに勧誘チラシを
アップしているので

そちらもチェックしてみてください。

楽しいイベント盛沢山！青年部に加入してみませんか？
農家でない方も大歓迎です。連絡お待ちしています！！
青年部事務局 ☎26-5643 担当：富樫

青年部盟友
大募集

美味しいお米づくりには
水が重要なんだ！

「雪若
丸」、

食べて
みたい

！

美味しいと言ってもらうのが
一番うれしい。

庄内米いっぱい食べてね！

地元産の旬の果物の素晴らしさを感じて
子ども食堂へメロンやサクランボなど食材提供

　ＪＡ庄内みどり農政対策推進協議会は６月２６日、六た茶屋
が運営する「六たちいき・こども食堂」へ管内産庄内砂丘メロ
ン「アンデス」８玉とＪＡグループ山形から県産サクランボ「紅
秀峰」２㌔、ＪＡグループ山形オリジナルランチョンマットなど
の食農教育資材を提供しました。
　渋谷佐一常務が同食堂を訪れ、代表の白崎映美さんへ手渡
しました。白崎さんは「贈呈をありがたく思う。開設当初から、
地産地消と年齢や障がいなどに関係無く、皆でつくってたべる
ことを大切にしている。地元の食材や食文化の素晴らしさを感
じて欲しい」と話しました。
　同協議会は、子ども食堂への食材提供を毎年行っており、今
年で６年目。７月にも管内５箇所の子ども食堂へメロン等の食
材提供を予定しています。

02

持続可能な社会の構築へ　生産組合一丸
生産組合長協議会総会・研修会

　当ＪＡ生産組合長協議会は６月２６日、ベルナール酒田で生産組
合長協議会総会及び研修会を開きました。各地区の生産組合長や
ＪＡ役職員など４７人が参加し、令和７年度の活動・事業報告や役
員改選、令和８年度の活動・事業計画などが承認されました。
　令和８・９年度の会長となった鳥海支部代表の伊藤昭さんは
「実りある会の運営を行っていきたい」と意気込みを語りました。
令和８年度は、地域に根差した協同の力による持続可能な水田農
業の構築を目指します。
　閉会後の研修会では講師の野生鳥獣被害対策アドバイザー・小
野寺レイナさんが「有害鳥獣対策について」と題し講演しました。
昨今、庄内地域で増加するイノシシ対策として電気柵の設置など
「侵入防止対策」や餌場、隠れ場をなくすよう草刈りや放任果樹の
伐採など「生息環境管理」の重要性を説明しました。

03

夏の味覚　庄内砂丘メロン初出荷 01令和８年産メロン初出荷式
　６月１８日、酒田南園芸センターでメロン初出荷式が開かれ、生
産者やＪＡ、関係機関職員など約８０人が集まりました。
この日は庄内砂丘メロンの代表品種のひとつ「ルピアレッド」の５
㌔詰めと８㌔詰め合わせて２１２ケースを出荷しました。春先から
続く好天により生育は平年に比べ１週間ほど早く、糖度や果実肥
大も良好です。
　式では安全輸送と高値販売を祈願する神事やテープカットのほ
か、浜中保育園の園児による太鼓の演奏が行われ式を盛り上げま
した。田村久義組合長は「不安定な世界情勢による影響やミツバ
チ不足などもあったが、無事初出荷を迎えられ、生産者には大変
感謝している」と謝辞を述べ、ＪＡメロン専門部の菅原広道副専
門部長は「芳醇な香りと上品な甘さが庄内砂丘メロンの売り。今
後も品質向上に努めたい」と意気込みを語りました。

▲役員改選後は議長役も務めた伊藤新会長

▲テープカットの様子。式後には参加者にメロンが振舞われました

▲提供したメロンとサクランボとともに写る渋谷常務㊨と白崎さん㊧
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ついに東北地方も梅雨入
りしましたね。これからム
シムシと暑い夏が来るかと
思うと気が 重くなりま
す・・・。市や町のHPで公共
施設等のクールシェアス
ポットが掲載されているよ
うですので、積極的に活用
しながら今年の夏も乗り切
りましょう。       （小松）

今も暑いのに梅雨が明け
たら真夏の暑さを乗り越
えられるのか不安です。電
気代もきっと高くなるんだ
ろうと怖いです。

（西荒瀬・佐藤さん）
梅雨があければ、青空の
続く夏が来ます。熱中症対
策は万全に。
（東京都・ラガーマンさん）

自分で作るものや地域に愛情
と誇りを持ち、豊かな自然に慣
れ親しみ、生産現場の努力を
知り、食のありがたみを感じ
る。田植え体験が「持続可能な
農業」のための良いきっかけに
なりますように。　　　（本間）

小学生たちが楽しそうに
田植えしてる姿がほほえ
ましくも、米ができるまで
の大変さを学習してほし
いですね。

（東平田・佐藤さん）

おたよりから後藤さんが愛
情をかけて野菜を育てて
いるのが伝わってきます。
日差しをたっぷり浴びて、
すくすくとおいしく生長し
て欲しいですね！（小松）

庭の夏野菜が少しずつ大
きくなってきているのを
見るのが毎日の楽しみで
す。早く収穫できるとい
いな。（上田・後藤さん）

いつもありがとうございま
す。クロスワードパズルは
1913年に「ニューヨーク
ワールド」紙の記者が制作
したそうな。100年以上世
界各国で楽しまれるもの
を生み出すなんてすご
い！　 　　　　 （本間）

毎月広報誌をPCで閲覧
して楽しませて頂いてお
ります。クロスワードパ
ズルはボケ防止に役
立っております。
（東京都・久保田さん）

Instagram始動
JA庄内みどり　　公式SNS

インスタグラム
新

広報誌ではお伝えしきれない管内の旬な情報や
JAの耳より情報を写真をメインにご紹介！ぜひ
チェックしてください！

X Facebook

X（エックス）やFacebook（フェイスブック）
アカウントでも活動中！

↑こちらからフォローを
お願いします！

　

水
田
で
は
穂

肥
作
業
が
始

ま
っ
て
お
り
ま

す
。
穂
肥
に
は

籾
数
や
枝
梗
数

の
増
大
、
稔
実
の
向
上
、
籾
の
退
化

防
止
等
の
効
果
が
あ
り
、
収
量
確
保

に
向
け
た
重
要
な
作
業
の
ひ
と
つ
で

す
。
的
確
な
生
育
診
断
を
行
い
、適
期
・

適
量
の
穂
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
象
庁
の
長
期
予
報
で
は

気
温
は
高
く
経
過
す
る
見
込
み
で
す
。

生
育
や
気
象
状
況
に
合
わ
せ
た
施
肥
・

水
管
理
を
徹
底
し
、
収
量
と
品
質
向

上
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
穂
肥
の
時
期
と
施
肥
量

　

穂
肥
の
時
期
を
最
も
確
実
に
診
断

す
る
方
法
は
、
茎
の
基
部
を
カ
ッ
タ
ー

な
ど
で
削
ぎ
、
中
の
幼
穂
を
確
認
す

る
こ
と
で
す
。
幼
穂
の
長
さ
で
稲
の

生
育
進
度
を
確
認
し
、
穂
肥
時
期
を

決
定
し
ま
す
。（「
は
え
ぬ
き
」
な
ら

幼
穂
長
が
約
０
．
５
㎜
〜
で
穂
肥
時

期
）
施
肥
量
に
つ
い
て
は
生
育
状
況

に
よ
っ
て
変
動
す
る
の
で
、
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
を
参
考
に
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
肥
一
発
肥
料
を
使
用
し
た
圃
場

で
、
生
育
途
中
に
葉
色
の
低
下
が
見
ら

れ
る
場
合
は
、
状
況
に
応
じ
た
判
断
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
営

農
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
後
の
水
管
理
（
高
温
対
策
）

　

穂
肥
施
用
後
は
土
壌
表
面
の
足
跡
に

水
が
残
る
程
度
の
飽
水
管
理
（
土
壌
表

面
の
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
）
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
水
の
溜
め
っ
ぱ
な
し
は
厳

禁
と
し
、
出
穂
期
ま
で
２
湛
２
落
の
間

断
灌
水
を
行
い
、
土
壌
を
酸
化
的
に
維

持
し
根
の
伸
長
・
発
根
促
進
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
出
穂
直
前
か
ら
穂
揃

期
に
か
け
て
は
、
開
花
・
受
粉
の
た
め

に
十
分
な
花
水
が
必
要
で
す
。
出
穂
後

１
週
間
ほ
ど
は
湛
水
状
態
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。
そ
の
後
は
、
飽
水
管
理
や
間

断
灌
水
に
よ
り
、
圃
場
内
の
水
温
・
地

温
上
昇
を
抑
え
、
根
の
健
全
化
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
防
除
対
策

　

病
害
虫
防
除
所
の
情
報
に
よ
る
と
、

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
「
多

い
」
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ

ム
シ
類
の
増
殖
を
抑
え
る
た
め
、
こ

ま
め
な
草
刈
り
（
雑
草
が
穂
を
つ
け

る
前
の
草
刈
り
）
や
、
圃
場
内
の
雑

草
除
去
と
防
除
を
徹
底
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
発
生
密
度
を
低
減
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

連
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

を
行
い
、
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し

て
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
メ
ロ
ン
生
産
の
歴
史
に
つ
い
て
〉

　

当
Ｊ
Ａ
の
園
芸
品
目
を
代
表
す
る
メ
ロ
ン

は
、
庄
内
地
方
に
お
い
て
古
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
大
正
７
年
頃
か
ら
露
地
メ
ロ
ン
の
栽
培
が

始
ま
り
ま
し
た
。
戦
時
中
の
混
乱
も
あ
り
メ
ロ

ン
栽
培
が
一
時
中
断
さ
れ
る
な
ど
困
難
な
時
代

を
経
て
、
戦
後
に
メ
ロ
ン
の
生
産
が
広
ま
り
、

「
ラ
イ
ト
」（
の
ち
に「
ラ
イ
フ
」に
改
名
）や「
プ

リ
ン
ス
」
な
ど
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
プ
リ
ン
ス
の
栽
培
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
茨

城
や
熊
本
に
次
ぐ
夏
メ
ロ
ン
の
一
大
産
地
と
な

り
ま
し
た
。
昭
和
51
年
に
現
在
最
も
多
く
作
ら

れ
て
い
る
「
ア
ン
デ
ス
」
の
試
作
が
始
ま
り
、

産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
確
立
し
ま

し
た
。
現
在
の
庄
内
み
ど
り
管
内
で
は
、「
ア

ン
デ
ス
」、「
ク
イ
ン
シ
ー
」、「
ル
ピ
ア
レ
ッ
ド
」、

「
パ
ン
ナ
」（
庄
内
キ
ン
グ
）
な
ど
の
多
様
な
品

種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
メ
ロ
ン
の
栄
養
素
に
つ
い
て
〉

　

メ
ロ
ン
は
上
品
な
甘
み
が
特
徴
で
す
が
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
メ
ロ
ン
の
栄
養
素
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
…
メ
ロ
ン
１
０
０
ｇ
あ
た
り
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
１
日
の
推
奨
摂
取
量

の
４
分
の
１
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肌
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
る
活
性
酸
素
の
生
成
を
抑
制
す
る

抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
美
肌
に
効
果

の
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
促
進
に
も
必
須
の
栄
養

素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
カ
リ
ウ
ム
…
利
尿
作
用
を
促
進
し
、
高
血
圧

の
原
因
に
も
な
る
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
出

を
促
し
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
は
夏
場
に
汗
と
と
も

園
芸
だ
よ
り

夏
の
強
い
味
方
！

メ
ロ
ン
に
つ
い
て

営農掲示板

幼
穂
形
成
期
か
ら
の

本
田
管
理
に
つ
い
て

営
農
の
し
お
り

に
排
出
さ
れ
る
た
め
特
に
不
足
し
が
ち
で
す
。

細
胞
内
液
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
成
分
の
た

め
、
失
わ
れ
る
と
細
胞
内
が
脱
水
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
、
熱
中
症
に
な
っ
た
際
の
回
復
に
も

影
響
し
ま
す
。

〇
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
…
特
に
赤
肉
種
に
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
緑
肉
系
の
メ
ロ
ン
に
比
べ
て
約

25
倍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
身
体
の
中
で

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
換
さ
れ
、
抗
酸
化
作
用
が
働

く
こ
と
で
細
胞
の
老
化
や
損
傷
を
防
ぐ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
栄
養
素
と
と
も
に
メ
ロ
ン
は
約

90
％
が
水
分
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
ロ
リ
ー

も
1
0
0
ｇ
で
45
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
他
の
フ

ル
ー
ツ
に
比
べ
て
低
い
の
が
特
徴
で
す
（
例

え
ば
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
で
も
54
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
あ
り
ま
す
）。
た
だ
糖
質
自
体
は
多
い
た

め
、
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
１
日
の
摂
取
目
安
量
は
、
一
般
的
な

サ
イ
ズ
の
メ
ロ
ン
で
1
/
2
〜
1
/
3
個
程

度
）。
エ
ア
コ
ン
な
ど
で
の
熱
中
症
対
策
も
重

要
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
で
も
推
奨
し
て
い

る
「
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ
」
と
い
う
概
念
を
知
っ

て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
作
業
前
に
体
温
を

下
げ
る
こ
と
で
作
業
後
の
体
温
の
上
昇
を
抑

え
る
と
い
う
熱
中
症
対
策
の
こ
と
で
す
。
切
っ

た
メ
ロ
ン
を
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
食
べ
る
こ

と
で
、
水
分
補
給
と
深
部
体
温
を
下
げ
る
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
美
味
し
い
メ
ロ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
の
で
、
厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

旬
の
メ
ロ
ン
を
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

酒田ひがし営農課
斎藤紘嗣

園芸課
佐藤 央晃

82026.072026.079



ついに東北地方も梅雨入
りしましたね。これからム
シムシと暑い夏が来るかと
思うと気が 重くなりま
す・・・。市や町のHPで公共
施設等のクールシェアス
ポットが掲載されているよ
うですので、積極的に活用
しながら今年の夏も乗り切
りましょう。       （小松）

今も暑いのに梅雨が明け
たら真夏の暑さを乗り越
えられるのか不安です。電
気代もきっと高くなるんだ
ろうと怖いです。

（西荒瀬・佐藤さん）
梅雨があければ、青空の
続く夏が来ます。熱中症対
策は万全に。
（東京都・ラガーマンさん）

自分で作るものや地域に愛情
と誇りを持ち、豊かな自然に慣
れ親しみ、生産現場の努力を
知り、食のありがたみを感じ
る。田植え体験が「持続可能な
農業」のための良いきっかけに
なりますように。　　　（本間）

小学生たちが楽しそうに
田植えしてる姿がほほえ
ましくも、米ができるまで
の大変さを学習してほし
いですね。

（東平田・佐藤さん）

おたよりから後藤さんが愛
情をかけて野菜を育てて
いるのが伝わってきます。
日差しをたっぷり浴びて、
すくすくとおいしく生長し
て欲しいですね！（小松）

庭の夏野菜が少しずつ大
きくなってきているのを
見るのが毎日の楽しみで
す。早く収穫できるとい
いな。（上田・後藤さん）

いつもありがとうございま
す。クロスワードパズルは
1913年に「ニューヨーク
ワールド」紙の記者が制作
したそうな。100年以上世
界各国で楽しまれるもの
を生み出すなんてすご
い！　 　　　　 （本間）

毎月広報誌をPCで閲覧
して楽しませて頂いてお
ります。クロスワードパ
ズルはボケ防止に役
立っております。
（東京都・久保田さん）
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し
、
穂
肥
時
期
を

決
定
し
ま
す
。（「
は
え
ぬ
き
」
な
ら

幼
穂
長
が
約
０
．
５
㎜
〜
で
穂
肥
時

期
）
施
肥
量
に
つ
い
て
は
生
育
状
況

に
よ
っ
て
変
動
す
る
の
で
、
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
を
参
考
に
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
肥
一
発
肥
料
を
使
用
し
た
圃
場

で
、
生
育
途
中
に
葉
色
の
低
下
が
見
ら

れ
る
場
合
は
、
状
況
に
応
じ
た
判
断
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
営

農
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
後
の
水
管
理
（
高
温
対
策
）

　

穂
肥
施
用
後
は
土
壌
表
面
の
足
跡
に

水
が
残
る
程
度
の
飽
水
管
理
（
土
壌
表

面
の
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
）
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
水
の
溜
め
っ
ぱ
な
し
は
厳

禁
と
し
、
出
穂
期
ま
で
２
湛
２
落
の
間

断
灌
水
を
行
い
、
土
壌
を
酸
化
的
に
維

持
し
根
の
伸
長
・
発
根
促
進
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
出
穂
直
前
か
ら
穂
揃

期
に
か
け
て
は
、
開
花
・
受
粉
の
た
め

に
十
分
な
花
水
が
必
要
で
す
。
出
穂
後

１
週
間
ほ
ど
は
湛
水
状
態
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。
そ
の
後
は
、
飽
水
管
理
や
間

断
灌
水
に
よ
り
、
圃
場
内
の
水
温
・
地

温
上
昇
を
抑
え
、
根
の
健
全
化
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
防
除
対
策

　

病
害
虫
防
除
所
の
情
報
に
よ
る
と
、

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
「
多

い
」
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ

ム
シ
類
の
増
殖
を
抑
え
る
た
め
、
こ

ま
め
な
草
刈
り
（
雑
草
が
穂
を
つ
け

る
前
の
草
刈
り
）
や
、
圃
場
内
の
雑

草
除
去
と
防
除
を
徹
底
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
発
生
密
度
を
低
減
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

連
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

を
行
い
、
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し

て
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
メ
ロ
ン
生
産
の
歴
史
に
つ
い
て
〉

　

当
Ｊ
Ａ
の
園
芸
品
目
を
代
表
す
る
メ
ロ
ン

は
、
庄
内
地
方
に
お
い
て
古
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
大
正
７
年
頃
か
ら
露
地
メ
ロ
ン
の
栽
培
が

始
ま
り
ま
し
た
。
戦
時
中
の
混
乱
も
あ
り
メ
ロ

ン
栽
培
が
一
時
中
断
さ
れ
る
な
ど
困
難
な
時
代

を
経
て
、
戦
後
に
メ
ロ
ン
の
生
産
が
広
ま
り
、

「
ラ
イ
ト
」（
の
ち
に「
ラ
イ
フ
」に
改
名
）や「
プ

リ
ン
ス
」
な
ど
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
プ
リ
ン
ス
の
栽
培
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
茨

城
や
熊
本
に
次
ぐ
夏
メ
ロ
ン
の
一
大
産
地
と
な

り
ま
し
た
。
昭
和
51
年
に
現
在
最
も
多
く
作
ら

れ
て
い
る
「
ア
ン
デ
ス
」
の
試
作
が
始
ま
り
、

産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
確
立
し
ま

し
た
。
現
在
の
庄
内
み
ど
り
管
内
で
は
、「
ア

ン
デ
ス
」、「
ク
イ
ン
シ
ー
」、「
ル
ピ
ア
レ
ッ
ド
」、

「
パ
ン
ナ
」（
庄
内
キ
ン
グ
）
な
ど
の
多
様
な
品

種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
メ
ロ
ン
の
栄
養
素
に
つ
い
て
〉

　

メ
ロ
ン
は
上
品
な
甘
み
が
特
徴
で
す
が
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
メ
ロ
ン
の
栄
養
素
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
…
メ
ロ
ン
１
０
０
ｇ
あ
た
り
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
１
日
の
推
奨
摂
取
量

の
４
分
の
１
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肌
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
る
活
性
酸
素
の
生
成
を
抑
制
す
る

抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
美
肌
に
効
果

の
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
促
進
に
も
必
須
の
栄
養

素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
カ
リ
ウ
ム
…
利
尿
作
用
を
促
進
し
、
高
血
圧

の
原
因
に
も
な
る
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
出

を
促
し
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
は
夏
場
に
汗
と
と
も

園
芸
だ
よ
り

夏
の
強
い
味
方
！

メ
ロ
ン
に
つ
い
て

営農掲示板

幼
穂
形
成
期
か
ら
の

本
田
管
理
に
つ
い
て

営
農
の
し
お
り

に
排
出
さ
れ
る
た
め
特
に
不
足
し
が
ち
で
す
。

細
胞
内
液
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
成
分
の
た

め
、
失
わ
れ
る
と
細
胞
内
が
脱
水
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
、
熱
中
症
に
な
っ
た
際
の
回
復
に
も

影
響
し
ま
す
。

〇
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
…
特
に
赤
肉
種
に
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
緑
肉
系
の
メ
ロ
ン
に
比
べ
て
約

25
倍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
身
体
の
中
で

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
換
さ
れ
、
抗
酸
化
作
用
が
働

く
こ
と
で
細
胞
の
老
化
や
損
傷
を
防
ぐ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
栄
養
素
と
と
も
に
メ
ロ
ン
は
約

90
％
が
水
分
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
ロ
リ
ー

も
1
0
0
ｇ
で
45
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
他
の
フ

ル
ー
ツ
に
比
べ
て
低
い
の
が
特
徴
で
す
（
例

え
ば
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
で
も
54
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
あ
り
ま
す
）。
た
だ
糖
質
自
体
は
多
い
た

め
、
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
１
日
の
摂
取
目
安
量
は
、
一
般
的
な

サ
イ
ズ
の
メ
ロ
ン
で
1
/
2
〜
1
/
3
個
程

度
）。
エ
ア
コ
ン
な
ど
で
の
熱
中
症
対
策
も
重

要
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
で
も
推
奨
し
て
い

る
「
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ
」
と
い
う
概
念
を
知
っ

て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
作
業
前
に
体
温
を

下
げ
る
こ
と
で
作
業
後
の
体
温
の
上
昇
を
抑

え
る
と
い
う
熱
中
症
対
策
の
こ
と
で
す
。
切
っ

た
メ
ロ
ン
を
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
食
べ
る
こ

と
で
、
水
分
補
給
と
深
部
体
温
を
下
げ
る
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
美
味
し
い
メ
ロ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
の
で
、
厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

旬
の
メ
ロ
ン
を
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

酒田ひがし営農課
斎藤紘嗣

園芸課
佐藤 央晃

82026.072026.079



二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

【応募方法】下記５問をご回答ください
①答え　②今月号で良かった記事　③今後あったらいいなと思う記事
④来月号の「読者からのおたより」掲載用にひとこと
※季節の話題、日常の話題、今月号の話題などなんでもOK！
⑤お届け先情報（郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号）

【あて先】〒998-8510　JA庄内みどり 広報クイズ係　行
※e-mailでの応募は
　kouhou@ja.midorinet.or.jp まで

①7月7日の行事といえば
②花火や縁日が楽しめることも
③土用の――の日にウナギを食べると夏
バテしないといわれます
④盛んに噴煙を上げるものもあります
⑤契約書に押すもの
⑦和室の床は板張りや――です
⑨これを踏むと、キュッと鳴く海岸もあります
⑪消防――、少年探偵――
⑫――不足、レム――、――学習
⑬「虎魚」とも書く、背びれに毒トゲのある魚
⑮鶏の首周りの肉
⑯旧国名のひとつ。現在の熊本県
⑰あとは――を天に任せて待つよ

①目玉焼きにもオムレツにも
使います
③鳥を使う伝統漁法
⑥梅雨が明けると――本番
⑦プラスの記号を使う計算
⑧コーヒーを入れるプロです
⑩タマネギを切ると出ること
も
⑭島倉千代子のヒット曲
『――いろいろ』
⑯青空を横切る――雲
⑱ヒグラシ、ツクツクボウシ
といえば
⑲正午までの12時間
⑳首がながーい動物

お送りいただいた個人情報は当誌の編集以外には使用しません

【締切】7月22日（水）当日消印有効

夏の季語で
季節風の
名前のこと

ヒント！ヒント！

【
6
月
号
答
え
】

 

シ
ン
ジ
ャ
ガ

【当選者発表】
Ｓ・Ｙさん（中平田）
オニオロシ！さん（平田）
Ｋ・Ｅさん（八幡）
N・Ｅさん（新堀）
Ｍ・Ｓさん（埼玉県）

【ヨコのカギ】【タテのカギ】

ペンネーム
（6文字以内）での
応募ができるように
なりました！

フルネームでの氏名記入は
必須になります。

家族で楽しむ
おいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

つぶつぶ食感が楽しい

トウモロコシとエダマメのかき揚げ

作り方
①トウモロコシは粒を外してボウルに入れる。エダマメは鍋に水1L（材料外）
と塩（大さじ1）を入れて沸かしたものに入れて5分ゆで、さやから出して同
じボウルに入れる。
②①に薄力粉（大さじ1）をまぶしてから、薄力粉（大さじ2）と片栗粉、塩（2つ
まみ）と水を入れて混ぜる。
③揚げ油（180度）に②をテーブルスプーンなどでひとすくい分ずつ入れ、固
まってきたらひっくり返す。両面がカリッとして泡が少なくなってきたら揚
げ上がり。

●トウモロコシは粒を外す
前、表面全体に縦に包丁で
切り込みを入れると、油で
揚げたときの破裂防止に
なります。
●バラバラになりやすい具材なので、かき揚げ
は油に入れたらしばらく触らないようにしま
しょう。小さめに作るとばらけづらくなります。

材料（2人分）

トウモロコシ…1本分（可食部約150g）
エダマメ…70g（さやなし）
薄力粉…大さじ1+大さじ2
片栗粉…大さじ1
水…大さじ1　塩…大さじ1+2つまみ
揚げ油…適量

第３回定例理事会が６月３０日、本所で開
かれ、下記の議案が承認されました。

附議事項

理事会だより

令和８年５月末事業実績検討
ディスクロージャー誌の対応
行政庁提出業務報告書の承認
旧新堀支店解体工事
令和９年度新規採用職員第２次募集要領
理事に対する貸付
令和８年度パレット集荷支援対策の実施
令和７年度決算監事監査報告に対する回答書

１.
２.
３.
４.
5.
6.
7.
8.

山居館メロンフェア
●日時　7月12日（日）9:00～12:00
　　　　7月19日（日）9:00～12:00
●内容　贈答用メロンの販売、
フェア日は送料がお得！！
●お問合せ　山居館 ☎26-6732

お知らせ

「JA庄内みどり 女性部まつり」開催
　部員のブースやレクリエーション、多種多様な商品紹介と販売を行い
ますので、お誘いあわせの上多数ご参加くださるようお願いいたします。

7月16日（木）　12:30～15:00日　時
JA庄内みどり本所3階　ホール場　所
女性部手作り商品等販売、モルックコーナー他
※マイバッグをご持参ください。
※開催当日、女性部員だけでなく、老若男女問わずのご来
場も大歓迎です！！
総務課　☎26-5500お問合せ

内　容

第4回ウオーキング倶楽部のお知らせ

JA庄内みどり遊佐支店 西側職員駐車場
右のQRコードからもご確認いただけます。集　合

7月25日（土）8：30受付、9：00開始日　時
遊佐町湧水巡りコース内　容

第4回から参加の方、2,000円になります。年会費
新規参加希望の方は、下記までご連絡ください。
福祉課　☎25-5696　FAX24-5413

お問合せ

こ
ち
ら
か
ら
も

ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
↓

●主な職務内容（JA事業全般）
　JA 事業全般（総合職）  営農販売、購買、信用、共済事業など
●応募資格
⑴令和９年３月大学・短期大学を卒業見込みの方か、既に大学・

短期大学を卒業した令和９年４月１日時点で満３９歳以下の方
【例外事由３号イ（年齢制限該当事由：キャリア形成）】および代
表理事組合長が認めた者

⑵令和９年３月高校・専修学校を卒業見込みの方か、既に高校・
専修学校を卒業した令和９年４月１日時点で満３４歳以下の方

【例外事由３号イ（年齢制限該当事由：キャリア形成）】および代
表理事組合長が認めた者

⑶自宅より通勤可能な方
●採用予定人数　7 人程度
●応募期間および試験日程　応募資格⑴⑵共通
応募期間：令和 8 年 7 月 1 日（水）～ 9 月 9 日（水）
　　　　　※締切日必着 　
試験日：令和 8 年 9 月 17 日（木）
●試験内容
午前：適正検査 SPI3（能力検査、性格検査）
午後：面接試験
●試験会場　当 JA 本所（酒田市曙町 1-1） 
●応募書類
　下記お問合せ先へご連絡または当 JA のホーム ページ（採用情

報）からも確認できます。 
●事業所説明会 
日時：令和 8 年 7 月 29 日（水）14：00 ～ 
場所：当 JA 本所（酒田市曙町 1-1） 　
参加申込みは事前に人事教育課までご連絡ください。 
●お問合せ　人事教育課　☎26-5561

令和9年度職員募集

正解者の中から抽選で5名様に
蕎麦「ゆきのはな」をプレゼント！

中央資材店舗営業時間の
お知らせについて

令和8年7月～11月末まで日　時

中央資材店舗☎26-6813お問合せ

土・日・祝日については午前中
のみ営業となりますのでお早
めにご利用をお願いします。

内　容

2026.07 1011 2026.07

JAカード5%割引特典PRイベント
日　時 7月3１日（金）9：30～12：00

8月 1 日（土）9：30～12：00
みどりの里　山居館場　所
金融推進課
☎26-5545

お問合せ

「獣害対策用電気柵」
実演・相談会のお知らせ

7月17日（金）、7月18日（土）
本所隣オートパル酒田
（サマーフェア展示会にて）

日　時

野生鳥獣による農産物被害防
止用電気柵の設置方法や導
入費用補助事業の紹介など

内　容

場　所

各資材店舗お問合せ



二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

【応募方法】下記５問をご回答ください
①答え　②今月号で良かった記事　③今後あったらいいなと思う記事
④来月号の「読者からのおたより」掲載用にひとこと
※季節の話題、日常の話題、今月号の話題などなんでもOK！
⑤お届け先情報（郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号）

【あて先】〒998-8510　JA庄内みどり 広報クイズ係　行
※e-mailでの応募は
　kouhou@ja.midorinet.or.jp まで

①7月7日の行事といえば
②花火や縁日が楽しめることも
③土用の――の日にウナギを食べると夏
バテしないといわれます
④盛んに噴煙を上げるものもあります
⑤契約書に押すもの
⑦和室の床は板張りや――です
⑨これを踏むと、キュッと鳴く海岸もあります
⑪消防――、少年探偵――
⑫――不足、レム――、――学習
⑬「虎魚」とも書く、背びれに毒トゲのある魚
⑮鶏の首周りの肉
⑯旧国名のひとつ。現在の熊本県
⑰あとは――を天に任せて待つよ

①目玉焼きにもオムレツにも
使います
③鳥を使う伝統漁法
⑥梅雨が明けると――本番
⑦プラスの記号を使う計算
⑧コーヒーを入れるプロです
⑩タマネギを切ると出ること
も
⑭島倉千代子のヒット曲
『――いろいろ』
⑯青空を横切る――雲
⑱ヒグラシ、ツクツクボウシ
といえば
⑲正午までの12時間
⑳首がながーい動物

お送りいただいた個人情報は当誌の編集以外には使用しません

【締切】7月22日（水）当日消印有効

夏の季語で
季節風の
名前のこと

ヒント！ヒント！
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【当選者発表】
Ｓ・Ｙさん（中平田）
オニオロシ！さん（平田）
Ｋ・Ｅさん（八幡）
N・Ｅさん（新堀）
Ｍ・Ｓさん（埼玉県）

【ヨコのカギ】【タテのカギ】

ペンネーム
（6文字以内）での
応募ができるように
なりました！

フルネームでの氏名記入は
必須になります。

家族で楽しむ
おいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

つぶつぶ食感が楽しい

トウモロコシとエダマメのかき揚げ

作り方
①トウモロコシは粒を外してボウルに入れる。エダマメは鍋に水1L（材料外）
と塩（大さじ1）を入れて沸かしたものに入れて5分ゆで、さやから出して同
じボウルに入れる。
②①に薄力粉（大さじ1）をまぶしてから、薄力粉（大さじ2）と片栗粉、塩（2つ
まみ）と水を入れて混ぜる。
③揚げ油（180度）に②をテーブルスプーンなどでひとすくい分ずつ入れ、固
まってきたらひっくり返す。両面がカリッとして泡が少なくなってきたら揚
げ上がり。

●トウモロコシは粒を外す
前、表面全体に縦に包丁で
切り込みを入れると、油で
揚げたときの破裂防止に
なります。
●バラバラになりやすい具材なので、かき揚げ
は油に入れたらしばらく触らないようにしま
しょう。小さめに作るとばらけづらくなります。

材料（2人分）

トウモロコシ…1本分（可食部約150g）
エダマメ…70g（さやなし）
薄力粉…大さじ1+大さじ2
片栗粉…大さじ1
水…大さじ1　塩…大さじ1+2つまみ
揚げ油…適量

第３回定例理事会が６月３０日、本所で開
かれ、下記の議案が承認されました。

附議事項

理事会だより

令和８年５月末事業実績検討
ディスクロージャー誌の対応
行政庁提出業務報告書の承認
旧新堀支店解体工事
令和９年度新規採用職員第２次募集要領
理事に対する貸付
令和８年度パレット集荷支援対策の実施
令和７年度決算監事監査報告に対する回答書

１.
２.
３.
４.
5.
6.
7.
8.

山居館メロンフェア
●日時　7月12日（日）9:00～12:00
　　　　7月19日（日）9:00～12:00
●内容　贈答用メロンの販売、
フェア日は送料がお得！！
●お問合せ　山居館 ☎26-6732

お知らせ

「JA庄内みどり 女性部まつり」開催
　部員のブースやレクリエーション、多種多様な商品紹介と販売を行い
ますので、お誘いあわせの上多数ご参加くださるようお願いいたします。

7月16日（木）　12:30～15:00日　時
JA庄内みどり本所3階　ホール場　所
女性部手作り商品等販売、モルックコーナー他
※マイバッグをご持参ください。
※開催当日、女性部員だけでなく、老若男女問わずのご来
場も大歓迎です！！
総務課　☎26-5500お問合せ

内　容

第4回ウオーキング倶楽部のお知らせ

JA庄内みどり遊佐支店 西側職員駐車場
右のQRコードからもご確認いただけます。集　合

7月25日（土）8：30受付、9：00開始日　時
遊佐町湧水巡りコース内　容

第4回から参加の方、2,000円になります。年会費
新規参加希望の方は、下記までご連絡ください。
福祉課　☎25-5696　FAX24-5413

お問合せ

こ
ち
ら
か
ら
も

ご
確
認

い
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だ
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す
↓

●主な職務内容（JA事業全般）
　JA 事業全般（総合職）  営農販売、購買、信用、共済事業など
●応募資格
⑴令和９年３月大学・短期大学を卒業見込みの方か、既に大学・

短期大学を卒業した令和９年４月１日時点で満３９歳以下の方
【例外事由３号イ（年齢制限該当事由：キャリア形成）】および代
表理事組合長が認めた者

⑵令和９年３月高校・専修学校を卒業見込みの方か、既に高校・
専修学校を卒業した令和９年４月１日時点で満３４歳以下の方

【例外事由３号イ（年齢制限該当事由：キャリア形成）】および代
表理事組合長が認めた者

⑶自宅より通勤可能な方
●採用予定人数　7 人程度
●応募期間および試験日程　応募資格⑴⑵共通
応募期間：令和 8 年 7 月 1 日（水）～ 9 月 9 日（水）
　　　　　※締切日必着 　
試験日：令和 8 年 9 月 17 日（木）
●試験内容
午前：適正検査 SPI3（能力検査、性格検査）
午後：面接試験
●試験会場　当 JA 本所（酒田市曙町 1-1） 
●応募書類
　下記お問合せ先へご連絡または当 JA のホーム ページ（採用情

報）からも確認できます。 
●事業所説明会 
日時：令和 8 年 7 月 29 日（水）14：00 ～ 
場所：当 JA 本所（酒田市曙町 1-1） 　
参加申込みは事前に人事教育課までご連絡ください。 
●お問合せ　人事教育課　☎26-5561

令和9年度職員募集

正解者の中から抽選で5名様に
蕎麦「ゆきのはな」をプレゼント！

中央資材店舗営業時間の
お知らせについて

令和8年7月～11月末まで日　時

中央資材店舗☎26-6813お問合せ

土・日・祝日については午前中
のみ営業となりますのでお早
めにご利用をお願いします。

内　容

2026.07 1011 2026.07

JAカード5%割引特典PRイベント
日　時 7月3１日（金）9：30～12：00

8月 1 日（土）9：30～12：00
みどりの里　山居館場　所
金融推進課
☎26-5545

お問合せ

「獣害対策用電気柵」
実演・相談会のお知らせ

7月17日（金）、7月18日（土）
本所隣オートパル酒田
（サマーフェア展示会にて）

日　時

野生鳥獣による農産物被害防
止用電気柵の設置方法や導
入費用補助事業の紹介など

内　容

場　所

各資材店舗お問合せ
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　川村拓真さんは、浜中地区でメロン、ミニトマト、ダイコンを栽培して
います。農作業について大変なことを伺うと「毎年違うトラブルが起き
ること。でもそれが農業の楽しさ、醍醐味でもある」と微笑む川村さ
ん。現在は旬を迎えた「庄内砂丘メロン」の収穫・出荷作業に追われ、毎
日大忙しとのこと。「水はけが良く、昼夜の寒暖差が大きい庄内砂丘は
メロン栽培に向いている。適期作業を心がけ、今後も浜中から全国へ、
美味しいメロンを届けたい」と抱負を語ってくれました。

今月の表紙今月の表紙

みどりサービス  ガス課からのお知らせ

㈱みどりサービス ガス課 TEL26-5564

お得な
お知らせ

JAでんきへの切り替えシミュレーション実施中！
希望者全員にBOXティッシュを１箱プレゼントします。
お気軽にお申し込み下さい。
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